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eV) の 2 倍が前者のピークの光子エネルギ に近いこと，光電導の熱活性化エネ jレギーが41--27
meVで=ある乙とを見出している。
( i) N型 GaP単結品と金電極の聞にクロロフィノレ-a をはさんだセノレを形成してその整流特性，光起
電力特性を測定し，光超電力はGaPの吸収端 (550 nm) とクロロフィノレ-a の極大吸収波長 (740
nm) に 2 つのピークをもつこと， GaPが金に対して負になる方向に生じることを見出している。
クロロフィノレ-a が P型半導体であることから N型 GaP との界面にヘテロ PN接合を生じるとして
実験結果を説明している。
( i )同様な実験を N型及び P 型 GaP結晶と銀電極で銅フタロシアニン結晶をはさんだセノレについて
行い，その光起電力のスベクトノレを GaP と銅フタロシアニン界面のヘテロ接合と Ag-銅フタロシ
アニン界面のショットキー障壁の特性として説明している口
(iV) 以上の実験結果から GaP I 有機色素|銀系・光電池の光電エネノレギ一変換効率は最大 0.1 猪程度
であると評価している。
(V) 細菌の光合成の主役であるパクテリオ・クロロフィル a の溶液及び結晶について光吸収スベクト
ル，パノレス光伝導の実a験を行い，可視光領域では光吸収で生じた三重項励起子聞の相互作用で正負
のイオンが生じ，イオン伝導が行われ，その移動度は 5 x 1 0-4cni / sec ・ v程度で、ある乙と，紫外光
領域での一重項励起子の分解か，直接イオン化によってキャリア・イオンが生じることを推論して
いる口また，酸素の存在が三重項励起子の発生を抑制し，光電導を減少させることを見出している。
以上のように本論文は生物に関係する有機色素系の光電変換機構に関する多くの新知見を含み，電気
物性工学i乙寄与する所が大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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